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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前四半期利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 8,048 2.1 1,340 △27.2 1,305 △27.3 890 △22.1 890 △22.0 938 △13.1

2022年３月期第１四半期 7,885 13.2 1,841 40.9 1,796 42.2 1,142 39.3 1,142 38.8 1,079 22.5

基本的１株当たり
四半期利益（注）

希薄化後１株当たり
四半期利益（注）

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 16.02 14.98

2022年３月期第１四半期 23.65 20.68

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 68,549 36,997 36,997 54.0 665.20

2022年３月期 66,934 37,294 37,294 55.7 671.83

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 23.00 23.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） 0.00 － 25.00 25.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 16,293 4.3 2,890 △18.6 2,805 △18.9 1,946 △15.7 1,946 △15.7 34.51

通期 33,700 10.2 6,777 6.5 6,610 6.8 4,586 9.1 4,586 9.1 80.10

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

※EBITDA　　：2023年３月期第１四半期1,592百万円（△23.9％）
　　　　　　：2022年３月期第１四半期2,093百万円（34.5％）
＜当社は、経営上の重要な指標としてEBITDAを用いております。＞

（注）当社は、2021年６月24日開催の取締役会決議により、2021年７月10日を効力発生日として、普通株式１株につき
100株の割合で株式分割を行っておりますが、2022年３月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、基本的１
株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 55,618,275株 2022年３月期 55,511,550株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 113株 2022年３月期 113株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 55,554,744株 2022年３月期１Ｑ 48,291,800株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  ―社  （社名）―、除外  ―社  （社名）―

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年６月24日開催の取締役会決議により、2021年７月10日を効力発生日として、普通株式１株につ
き100株の割合で株式分割を行っておりますが、2022年３月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期
中平均株式数を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）に記載している第２四半期（累計）及び通期の

基本的１株当たり当期利益は、新株予約権の行使により、期中平均株式数が2022年３月期の期末発行済株式数（自己

株式を除く）からそれぞれ872,141株、1,744,282株増加すると仮定して算定しております。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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売上収益 8,048百万円 （前年同四半期比　   2.1％増）

営業利益 1,340百万円 （前年同四半期比　  27.2％減）

税引前四半期利益 1,305百万円 （前年同四半期比　  27.3％減）

親会社の所有者に帰属する四半期利益 890百万円 （前年同四半期比　  22.0％減）

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間の業績は、

となりました。

　なお、営業利益に減価償却費及び償却費、識別可能資産償却費を加えた、ビジネスが生み出したキャッシュ・フローを

示すEBITDAは、1,592百万円（前年同四半期2,093百万円、前年同四半期比23.9％減）となりました。

※営業利益＝売上総利益－識別可能資産償却費－販売費及び一般管理費－研究開発費＋その他の収益－その他の費用

　EBITDA＝営業利益＋減価償却費及び償却費＋識別可能資産償却費

　当第１四半期連結累計期間の業績において特記すべき事項は以下のとおりであります。

①　売上収益は、主に戦略/DXコンサルティングの新規案件獲得により、8,048百万円（前年同四半期7,885百万円、前年

同四半期比2.1％増）と過去最高の四半期となりました。

　売上総利益は、主に前年同四半期において、一時的にエンジニアに過度な高負荷がかかる状態であったことを解消し

たことにより、3,357百万円（前年同四半期3,570百万円、前年同四半期比6.0％減）、売上総利益率は41.7％（前年同

四半期45.3％）と、前年同四半期を下回りました。

販売費及び一般管理費は、採用戦略の一層の強化等により、1,532百万円（前年同四半期1,317百万円、前年同四半期

比16.3％増）と、前年同四半期より増加しました。研究開発費は339百万円（前年同四半期295百万円、前年同四半期比

14.7％増）と、前年同四半期より増加しました。

　また、識別可能資産償却費に前年同四半期と同額の112百万円、その他の収益に３百万円、その他の費用に37百万円

を計上しています。

　この結果、営業利益は1,340百万円（前年同四半期1,841百万円、前年同四半期比27.2％減）、営業利益率は16.7％

（前年同四半期23.4％）となり、金融収益７百万円、金融費用43百万円を計上して、税引前四半期利益は1,305百万円

（前年同四半期1,796百万円、前年同四半期比27.3％減）となりました。

　法人所得税費用は414百万円（前年同四半期653百万円）となり、親会社の所有者に帰属する四半期利益は890百万円

（前年同四半期1,142百万円、前年同四半期比22.0％減）となりました。

②　サービス形態別では、戦略/DXコンサルティングの売上収益は400百万円（前年同四半期175百万円）、売上総利益率

は44.3％（前年同四半期39.9％）と、ともに前年同四半期を大きく上回りました。

　システムインテグレーションの売上収益は4,956百万円（前年同四半期5,160百万円）と前年同四半期と同水準となり

ましたが、売上総利益率は42.3％（前年同四半期45.7％）と、前年同四半期を下回りました。

　運用サービスの売上収益は2,688百万円（前年同四半期2,528万円）と前年同四半期を上回りましたが、売上総利益率

は40.2％（前年同四半期44.3％）と、前年同四半期を下回りました。
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決算期

2022年３月期

前第１四半期連結累計期間

（実績）

2023年３月期

第１四半期連結累計期間

（実績）

2023年３月期

（予想）

営業利益 1,841 1,340 6,777

（調整額）

＋上場関連費用（注） 4 － －

調整後営業利益 1,845 1,340 6,777

（調整額）

＋減価償却費及び償却費

＋識別可能資産償却費

140

112

140

112

501

446

調整後EBITDA 2,097 1,592 7,725

決算期

2022年３月期

前第１四半期連結累計期間

（実績）

2023年３月期

第１四半期連結累計期間

（実績）

2023年３月期

（予想）

親会社の所有者に帰属する

四半期（当期）利益
1,142 890 4,586

（調整額）

＋上場関連費用（注） 4 － －

調整項目の税金調整額 △1 － －

調整後親会社の所有者に帰

属する四半期（当期）利益
1,145 890 4,586

調整後基本的１株当たり四

半期（当期）利益
23円70銭 16円02銭 80円10銭

前第１四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　　至　2022年６月30日）

売上収益

（百万円）

構成比

（％）

利益率

（％）

売上収益

（百万円）

構成比

（％）

利益率

（％）

増減

（百万円）

戦略/DXコンサル

ティング
175 2.2 39.9 400 5.0 44.3 225

システムインテグ

レーション
5,160 65.4 45.7 4,956 61.6 42.3 △203

運用サービス 2,528 32.1 44.3 2,688 33.4 40.2 161

その他 23 0.3 100.0 3 0.0 100.0 △20

合計 7,885 100.0 45.3 8,048 100.0 41.7 162

また、当社グループは、通常の営業活動の結果を示していると考えられない非経常的な費用項目の影響を除外するこ

とで、投資家が当社グループの業績評価を行い、当社グループの企業価値についての純粋な成長を把握する上で有用な

情報を提供することを目的として、IFRSにより規定された財務指標以外に、以下の調整後営業利益、調整後EBITDA、調

整後親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益及び調整後基本的１株当たり四半期（当期）利益を重要な経営指標

と位置付けております。

＜調整後営業利益、調整後EBITDAの調整表＞

（単位：百万円）

＜調整後親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益、調整後基本的１株当たり四半期（当期）利益の調整表＞

（単位：百万円）

（注）上場関連費用の内訳は、上場に係る弁護士費用、上場準備に係るアドバイザリー費用、上場審査に係る費用、英文

目論見書監査費用等及び監査法人に対する報酬等の上場に関連する一時的な費用であります。

なお、2023年３月期の連結業績予想に非経常的な費用の発生は見込んでおりません。

（参考情報）

　売上収益のサービス形態別の概況
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、68,549百万円（対前連結会計年度末比1,615百万円増加）となりま

した。これは主に、合理的なオプション期間の見積り調整により、使用権資産が4,207百万円増加した他、営業債権及び

その他の債権が749百万円、その他の流動資産が706百万円増加した一方で、賞与、法人所得税の支払等により現金及び現

金同等物が4,353百万円減少したことによるものです。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、31,552百万円（対前連結会計年度末比1,912百万円増加）となりま

した。これは主に、使用権資産の増加に伴い、リース負債が4,200百万円増加した一方で、賞与の支払等により引当金が

1,883百万円、法人所得税の支払等により未払法人所得税等が944百万円減少したことによるものです。

（資本）

　当第１四半期連結会計期間末における資本合計は36,997百万円（対前連結会計年度末比297百万円減少）となり、親会

社所有者帰属持分比率は54.0％（前連結会計年度末は55.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年４月28日に公表した連結業績予想に変更はございません。引き続き経営戦略の着実な実行により、公表数値の達

成を目指してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 13,966 9,613

営業債権及びその他の債権 5,743 6,492

棚卸資産 8 54

その他の流動資産 913 1,619

流動資産合計 20,630 17,777

非流動資産

有形固定資産 1,325 1,209

使用権資産 2,660 6,866

のれん 36,476 36,476

無形資産 1,158 1,125

その他の金融資産 3,466 3,816

繰延税金資産 910 946

その他の非流動資産 309 333

非流動資産合計 46,304 50,772

資産合計 66,934 68,549

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 2,278 2,588

借入金 1,140 1,140

リース負債 1,407 1,411

その他の金融負債 1 25

未払法人所得税等 1,485 541

引当金 2,921 1,038

その他の流動負債 1,014 1,205

流動負債合計 10,246 7,948

非流動負債

借入金 17,947 17,960

リース負債 1,182 5,379

引当金 264 264

非流動負債合計 19,394 23,603

負債合計 29,640 31,552

資本

資本金 814 835

資本剰余金 26,622 26,656

利益剰余金 9,431 9,045

自己株式 △0 △0

その他の資本の構成要素 427 461

親会社の所有者に帰属する持分合計 37,294 36,997

資本合計 37,294 36,997

負債及び資本合計 66,934 68,549

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上収益 7,885 8,048

売上原価 △4,315 △4,691

売上総利益 3,570 3,357

識別可能資産償却費 △112 △112

販売費及び一般管理費 △1,317 △1,532

研究開発費 △295 △339

その他の収益 1 3

その他の費用 △6 △37

営業利益 1,841 1,340

金融収益 0 7

金融費用 △46 △43

税引前四半期利益 1,796 1,305

法人所得税費用 △653 △414

四半期利益 1,142 890

四半期利益の帰属

親会社の所有者 1,142 890

非支配持分 0 －

四半期利益 1,142 890

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 23.65 16.02

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 20.68 14.98

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期利益 1,142 890

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融資産
△62 35

純損益に振り替えられることのない項目合計 △62 35

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △1 13

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 △1 13

税引後その他の包括利益 △63 48

四半期包括利益 1,079 938

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 1,079 938

非支配持分 0 －

四半期包括利益 1,079 938

（要約四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活動体

の換算差額

2021年４月１日残高 285 25,833 5,227 560 8

四半期利益 － － 1,142 － －

その他の包括利益 － － － － △1

四半期包括利益合計 － － 1,142 － △1

子会社持分の追加取得による

増減
－ － － － －

株式報酬取引 － － － 15 －

所有者との取引額合計 － － － 15 －

2021年６月30日残高 285 25,833 6,369 574 8

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計

その他の資本の構成要素

合計

その他の
包括利益
を通じて

公正価値で
測定する
金融資産

合計

2021年４月１日残高 △456 112 31,457 5 31,462

四半期利益 － － 1,142 0 1,142

その他の包括利益 △62 △63 △63 － △63

四半期包括利益合計 △62 △63 1,079 0 1,079

子会社持分の追加取得による

増減
－ － － △5 △5

株式報酬取引 － 15 15 － 15

所有者との取引額合計 － 15 15 △5 10

2021年６月30日残高 △518 64 32,551 － 32,551

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間　（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の
構成要素

新株予約権

2022年４月１日残高 814 26,622 9,431 △0 360

四半期利益 － － 890 － －

その他の包括利益 － － － － －

四半期包括利益合計 － － 890 － －

新株予約権の行使

及び失効
22 34 － － △12

配当金 － － △1,277 － －

株式報酬取引 － － － － △1

所有者との取引額合計 22 34 △1,277 － △14

2022年６月30日残高 835 26,656 9,045 △0 347

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

合計在外営業活動体
の換算差額

その他の包括利益
を通じて公正価値で
測定する金融資産

合計

2022年４月１日残高 16 50 427 37,294

四半期利益 － － － 890

その他の包括利益 13 35 48 48

四半期包括利益合計 13 35 48 938

新株予約権の行使

及び失効
－ － △12 43

配当金 － － － △1,277

株式報酬取引 － － △1 △1

所有者との取引額合計 － － △14 △1,235

2022年６月30日残高 29 85 461 36,997

当第１四半期連結累計期間　（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 1,796 1,305

減価償却費及び償却費 140 140

識別可能資産償却費 112 112

使用権資産償却費 298 345

金融収益 △0 △7

金融費用 46 43

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 338 △749

棚卸資産の増減額（△は増加） △21 △46

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） 222 310

引当金の増減額（△は減少） △1,286 △1,883

その他の流動資産の増減額（△は増加） △206 △706

その他の流動負債の増減額（△は減少） △172 191

その他 25 121

小計 1,291 △825

利息及び配当金の受取額 0 7

利息の支払額 △5 △4

法人所得税等の支払額 △1,090 △1,484

営業活動によるキャッシュ・フロー 196 △2,307

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4 △156

無形資産の取得による支出 △1 △15

投資有価証券の取得による支出 － △300

投資活動によるキャッシュ・フロー △5 △471

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース負債の支払による支出 △303 △354

新株予約権の行使による収入 － 43

配当金の支払額 － △1,277

財務活動によるキャッシュ・フロー △303 △1,587

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △112 △4,365

現金及び現金同等物の期首残高 8,068 13,966

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 12

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,956 9,613

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）　　　　　　（単位：百万円）

サービス形態

その他 合計
戦略/DXコンサ
ルティング

システムイン
テグレーショ

ン
運用サービス 計

売上収益 175 5,160 2,528 7,862 23 7,885

売上総利益 70 2,357 1,121 3,548 23 3,570

当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）　　　　　　（単位：百万円）

サービス形態

その他 合計
戦略/DXコンサ
ルティング

システムイン
テグレーショ

ン
運用サービス 計

売上収益 400 4,956 2,688 8,045 3 8,048

売上総利益 177 2,097 1,080 3,354 3 3,357

（セグメント情報）

(1）報告セグメントの概要

　当社グループの主な事業内容は、顧客企業のビジネスの成功に貢献するシステムの提案、構築、運用保守に

係るITソリューションの提供であり、区分すべき事業セグメントが存在しないため、報告セグメントは単一と

なっております。

(2）サービス形態別の売上収益及び売上総利益に関する情報

　サービス形態別には、戦略/DXコンサルティング、システムインテグレーション、運用サービスがあり、売

上収益、売上総利益は以下のとおりであります。

※システムインテグレーションには、システム・エンジニアリング・サービス等が含まれています。

　運用サービスには、運用・保守、共同利用型サービスの他、ライセンス等が含まれています。

　その他は、主としてハードウェア・ミドルウェアなどの物品販売であります。
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